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東京地本は「2０２１年度営業関係施策（その１）」について提案を受けました。今
回の施策では、販売体制の見直しで出札窓口の閉鎖として大森駅・神田駅、販売時
間の変更として浜松町駅、輸送体制の見直しとして尾久駅の４駅が提案されてい
ます。 
大森駅は、多くの地域住民から愛されている駅であり、多くのお客さまにご利用

を頂いている駅です。そのような駅の出札窓口を閉鎖することは、利便性・サービ
スの低下であり、ＪＲ東日本の信頼も失墜してしまうのではと危惧します。 
生産年齢人口の減少、ＡＩ・ＩＯＴの発展などは理解します。しかし、全てのお客さ

まのご要望に対応が出来、全てのお客さまが安心してご利用出来るシステムや体
制を構築してから施策を進めるべきであり、現在はそのように対応が出来ない状
況だと認識しています。 
これまでも、多くの駅において出札窓口の閉鎖が実施されてきています。出札

窓口を閉鎖することにより、閉鎖された駅・近隣の駅ではお客さまから多くの意見
をいただいています。大森駅もその一つであり、現場で働く組合員・社員は大変苦
慮しながらお客さまへご理解をいただけるよう、丁寧に対応をしてきています。 
出札窓口閉鎖によってお客さまサービスが十分に提供できない現実では、「仕

事を通じた達成感・充足感・働きがい」を実感することはできません。 
ご利用いただいているお客さまと職場で働く組合員・社員の不安を解消するべく、
以下の通り申し入れました。 
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「２０２１年度営業関係施策（その１）」 
についての申し入れ【大森駅】を行う！ 


